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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

物理 (Physics)

林 康慈 非常勤講師

電子工学科・3年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

これまでに学んだ内容をもとに波動と原子物理の基礎を講じる. 理論の論理構造と基礎概念の理解を深めるとと
もに， 多くの具体例に触れ実際に応用できるようになることを目標とする. 授業はほぼテキストに準ずる予定で
ある.

【A2】音波と光波について理解し，その活用ができる． 中間試験， 定期試験および適宜行う小テストとレポートで評価する.

【A2】原子の世界について理解し，その活用ができる． 中間試験， 定期試験および適宜行う小テストとレポートで評価する.

【A2】図書館や情報センター等を利用して必要な情報を入手し，課題に
ついての説明が自分のことばで出来る． レポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート20%　小テスト10%　として評価する．試験成績は中間試験・定期試験の平均点と
する．レポート提出では，良いものを提出することが大事であるが，〆切を守ることも重要である．試験成績と
小テスト・レポート成績で総合評価する．100点満点で評価し，60点以上を合格とする.

「高専の物理[第5版]」和達三樹監修（森北出版）
「エクセル物理I+II　三訂版」（実教出版）

「高専の応用物理[第2版]」小暮陽三監修（森北出版）
「新・物理入門」山本義隆著（駿台文庫）
「理化学辞典」長倉三郎他編集（岩波書店）
「理科年表」国立天文台編集（丸善）
「高専の物理問題集[第3版]」田中冨士男編著（森北出版）

国語，数学I ， 化学， 論理学

自主的な予習と問題演習を期待する.授業では数式をよく使うが， その数式の意味を考えること. 数式処理， 文
章理解の基礎が身についているものとして授業を進める.



テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（物理）

1 音波1{音の発生，音の速さ，音の三要素} 音の発生と伝播および音の三要素について解説する．

2 音波2{うなり，共鳴} これまでに学んだ波動の性質から，うなりと共鳴について考える．

3 音波3{ドップラー効果} 緊急車両がサイレンを鳴らして近づくときと遠ざかるときでは，音の高さが異なる．このことについて考える．

4 光波1{反射と屈折，回折と干渉} 光波の反射と屈折，2本のスリットによる光の回折と干渉を考える．

5 光波2{薄膜による光の干渉} シャボン玉に色が付くのはなぜか．薄膜による干渉を考える．

6 光波2{偏光，分散，散乱} 光は横波であるが，自然光は進行方向に垂直な面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光を
つくるとどのようなことが起きるだろうか．また，夕日は赤く，空はなぜ青いのか．これらについて解説する．

7 光学機器{レンズ，レーザー} 鏡，めがね，光ファイバー，レーザーなどの光学機器について解説する．

8 中間試験 1～7週の範囲で試験を行う．

9 中間試験の解説 中間試験の答え合わせと解説をする．

10 電子と光1 電子の電荷と質量がどのように測られたか解説する．

11 電子と光2 光の粒子性と電子の波動性について解説する．

12 原子と原子核1 原子の構造について水素原子を例に解説する．

13 原子と原子核 原子核と放射線について解説する．

14 原子と原子核 核融合と核分裂，核エネルギーについて解説する．

15 素粒子 素粒子とそれを構成する基本粒子（クォーク）について解説する．

備
考

前期中間試験および前期定期試験を実施する．時間に余裕があれば小テストを数回行う.特に， 第1週目には物理（波動）を学ぶため
に必要な基礎知識を問う小テストを行う.
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